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第１学年国語科学習指導案 

平成 30 年 11 月 26 日（月）5校時 

 

１．単元名    のりものずかんをつくろう  「いろいろなふね」東京書籍１年下 

 

２．単元目標 

  ○乗り物に興味をもって教材文を読んだり、好きな乗り物についてほかの本を読んで調べたりす

ることができる。                        （関心・意欲・態度） 

○大事な言葉や文に着目して、書かれている内容を事柄ごとに正しく読み取ることができる。 

   （読む能力） 

  ○主語と述語の関係に注意して文や文章を読んだり書いたりすることができる。 

（言語に関する知識・理解・技能） 

 

３．つけたい情報活用能力 

  ○乗り物について書かれた文章の中から必要な情報を読み取り、大事な言葉や文を書き抜く力 

（情報を記録・整理する力） 

 

４．単元構成モデル 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５．単元指導計画（全１３時間）と評価計画 

次 時 目標 
学習

過程 
学習活動 

評価 

図書館との関連 読

む 

言

語 

関

心 

評価規準 

（評価方法） 

Ⅰ 1 ○乗り物につ

いての本を読

んだり、調べた

りする学習に

興味をもって

取り組もうと

見

つ

け

る 

学習の見通しをもつ 

・船について知っている

ことを話す。 

・完成した「のりものカ

ード」を見せ、「のりも

のずかん」をつくるこ

 

 

 

 

○ 【関】乗り物につ

いての本や文章

を読んだり、調べ

たりする学習に

興味をもって取

り組んでいる。

・乗り物について

書かれた本や文章

の精選を学校司書

と連携して行う。 

・ブックリストの

作成（学校司書） 

国語科 

「のりものずかんをつく

ろう」 

  育成するスキル 

 大事な言葉や文を 

書き抜く力 

［生活科］（１０月） 

「むしはかせになろう」 

・情報カードの書き方 

・情報カードの選び方 

［国語］（１０月） 

「サラダでげんき」 

・抜き書きの仕方 

［特活］（４月） 

図書館の利用指導 
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することがで

きる。 

とを知らせる・ 

・本単元の流れを示す。 

・乗り物読書カードに記

入することを伝える。 

（行動観察・発

言・ノート） 

 

Ⅱ 2 ○教材文の内

容の大体を捉

え、４つの船が

出てくること

を理解するこ

とができる。 

つ

か

む 

「いろいろなふね」に出

てくる船を整理する。 

・全文を読み、文章の大

体を捉える。 

・４つの船について整理

する。 

・形式段落を確認する。 

○ ○  

 

【読・言】主語と

述語の関係に気

をつけて、内容の

大体を読み取っ

ている。（発言・

ワークシート） 

・授業の終わりに

設定する並行読書

の時間に、学校司

書に入ってもら

う。 
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4 

○「やく目」「つ

くり」「できる

こと」の３つの

事柄について、

キーワードに

気をつけて大

事な言葉や文

を見つけなが

ら、正しく読み

取りカードに

まとめること

ができる。 

「きゃくせん」について

読み取り、カードにまと

める。 

 

○   【読】「やく目」「つく

り」「できること」を

読み取る際のキーワ

ードに気をつけて「き

ゃくせん」について読

み取っている。（客船

カード・行動観察） 
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「フェリーボート」につ

いて読み取り、カードに

まとめる。 

 

○   【読】「フェリーボート」

の「やく目」「つくり」「で

きること」を表す大事な

言葉を」見つけながら読

み取り、カードにまとめ

ている。（カード・行動観

察） 
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「ぎょせん」について読

み取り、カードにまとめ

る。 

 

○   【読】「ぎょせん」の「や

く目」「つくり」「できる

こと」を表す大事な言葉

を」見つけながら読み取

り、カードにまとめてい

る。（カード・行動観察） 

 

 7   「しょうぼうてい」につ

いて読み取り、カードに

まとめる。 

 

○   【読】「しょうぼうてい」

の「やく目」「つくり」「で

きること」を表す大事な

言葉を」見つけながら読

み取り、カードにまとめ

 

並
行
読
書 

並
行
読
書 
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ている。（カード・行動観

察） 

8 ○４つの船に

ついて、「やく

目」「つくり」

「できること」

を正しく読み

取ったことを

話すことがで

きる。 

４つの船について読み取

ったことをまとめる。 

 

○   【読】４つの船が

それぞれの役目に

合うように造られ

ていることを読み

取っている。（発

言） 
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本時 

11 
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○３つの事柄

を意識して、キ

ーワードを見

つけながら好

きな乗り物の

本や文章を読

むことができ

る。 

 

○大事な言葉

や文を抜き出

し、情報カード

に書くことが

できる。 

 

 

 

○情報カード

をもとに、事柄

ごとに整理し

て「のりものカ

ード」にまとめ

ることができ

る。 

つ

か

む・ 

ま

と

め

る 

ほかの本や文章を読ん

で、好きな乗り物の３つ

の事柄について調べる。 

・選んだ乗り物の３つの

事柄について、大体分か

るところに付箋を貼る。 

 

 

 

好きな乗り物の３つの事

柄について、情報カード

にまとめる。 

・３つの事柄について、

本や文章から読み取り、

情報カードに書く。 

 

 

好きな乗り物について分

かったことを「のりもの

カード」にまとめる。 

・情報カードをもとにし

て、「のりものカード」に

まとめる。 

 

○ ○ ○ 【関】乗り物に興

味をもって本や文

章を読み、進んで

「のりものカー

ド」を作ろうとし

ている。（行動観

察・カード） 

【読】大事な言葉

や文を見つけなが

ら、乗り物につい

て書かれた本や文

章を読む。（行動観

察・付箋） 

【読・言】大事な

言葉や文を、事柄

ごとに情報カード

に書いたり、のり

ものカードにまと

めたりしている。

（情報カード、の

りものカード） 

・学校司書が授業

に入る。 

・本の紹介 

・目次、索引の使

い方など本の読み

方に関する支援 

・情報カードの書

き方に関する支援 
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Ⅳ 13 ○自分が調べ

た乗り物に

ついて、カー

ドをもとに

発表するこ

とができる。 

○友達の発表

を聞いて感

想をもち、付

箋に書いて

伝えること

ができる。 

 「のりものカード」をグ

ループで発表し合い、感

想を交流する。 

・自分が調べた乗り物を

友達に紹介する。 

・友達の「のりものカー

ド」の感想を付箋に書

き、感想交流を行う。 

  ○ 【関】友達の発表

をしっかり聞い

て、感想を伝えて

いる。（行動観

察・付箋） 

 

課外 

できあがった「のりものカード」を束ねて表紙をつけ、「のりものずかん」とする。「のりも

のずかん」は、学校図書館に置いて全校児童に見てもらった後、データや作品として視聴覚

室に保管し、来年度以降の１年生の学習の参考資料とする。 

学校図書館でのス

ペース作り、PR 

視聴覚室での保管 

 

６．本時の学習 

（１）目標 

  好きな乗り物の「やく目」「つくり」「できること」に着目して、情報カードに抜き出すことがで

きる。 

 

（２）本時の展開（１０／１３） 

 学習活動（・児童の反応） 
教師の支援（○）と評価（☆） 

T1 担任  T2 学校司書 

導

入 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 前時までの学習をふり返り、本時のめあ

てを確認する。 

 

 

 

 

２ 事柄を表す語句の意味、事柄ごとの色分

け、大事な言葉や文を見つける際のキーワ

ードについて確認する。 

・「やく目」は「しごと」のことだよ。 

・「つくり」が分かりそうなところはオレンジ

色のふせんでしるしをつけたよ。 

・つんでいます、ありますが書いてあるとこ

ろは「つくり」かな。 

○単元の流れを見せることで、前時までの学習

を振り返らせると同時に、今後の学習に見通

しをもたせる。（T1） 

 

 

 

○掲示を活用することで前時までの学習を想

起させ、3 つの事柄を表す語句の意味、事柄

ごとの色分け、キーワードについて復習させ

る。（T1） 

 

 

 

 

伝
え
合
う 

 

・ 
 

振
り
返
る 

えらんだのりものの「やく目」「つくり」「できること」をじょうほうカードにかこう。 
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展

開 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ま

と

め 

 

 

 

３ 情報カードの書き方を確認する。 

・１まいに１つのことを書くんだったな。 

・ぜんぶで３まい書こう。 

 

 

４ 好きな乗り物について書かれた本や文章

を読み、大事な言葉や文を選んで、情報カ

ードに抜き書きする。 

 

 

 

 

 

 

５ ペアで情報カードを見せ合い、内容が理

解できるか意見交流をする。 

・意味がわかったよ。 

・「やく目」のカードだから、「～があります」

はちがうんじゃないかな。 

・こっちの文のほうがいいとおもうよ。 

 

６ 情報カードに書く時に大切なことを全体

で共有する。 

 

 

 

７ 振り返りをし、次時への見通しをもつ。 

 

○情報カードの見本を見せ、本時における書き

方のポイントを知らせる。（T1） 

○事柄ごとに、大事だと思う言葉や文を落とさ

ず書き抜くことを確認する。（T1） 

 

○抜き書きに困っている児童には、「どこを読

めばその事柄について分かるか」を問うこと

で、大事な言葉や文を絞ることができるよう

にする。（T1、T2） 

○情報カードに書き漏れがないか、ブックリス

トの中から該当の本が見つけられているか、

机間指導をする。（T2） 

 

 

○ペアトークの視点を示し、何を話すのかが分

かるようにさせる。（T1） 

 

 

 

 

 

○疑問が出たペアの意見交流の仕方を取り上

げ、言葉や文の選び方、事柄の内容が正しい

かについて全体で考えさせる。（T1） 

 

 

○めあてに対する振り返りをし、次時の学習に

ついて知らせる。（T1） 
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（３）本時の具体的な評価 

十分満足できると判断される状

況 

おおむね満足できると判断され

る状況 

努力を要すると判断される児童

への支援 

好きな乗り物の「やく目」「つく

り」「できること」に着目し、大

事な言葉や文を絞って、情報カ

ードに正しく抜き出している。 

好きな乗り物の「やく目」「つく

り」「できること」に着目して、

大事な言葉や文を情報カードに

正しく抜き出している。 

好きな乗り物の「やく目」「つく

り」「できること」を言い換えて、

それらが分かる部分はどこかを

問い、見つけた言葉や文を指で

追いながら読ませる。 

 

（４）研究の視点 

 ○以下の手立ては、児童同士が関わり合いながら自分の考えをもつことができるようにするために

有効であったか。 

①話しながら学習が進められるよう、机をペアの配置にしたこと。 

②ペアトークで、できあがった情報カードについて意見を交流させたこと。 

③全体での共有の場面で、ペアトークの一部を紹介し、大事な言葉や文の抜き出し方を考えさせ

たこと。 

 

 


